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Ⅴ章 調査研究・学会発表実績
１ その他の調査研究事業
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高橋　尚敬

大塚　政秀
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  第65回
  大分県公衆衛生学会

焼き肉店で発生した腸管出血性大腸菌O157食中毒について

令和元年7月、管内の医療機関から計10名の腸管出血性大腸菌発生届があり、O157(VT1お
よびVT2)が分離されていることが判明した。調査の結果、全ての患者が同時期に同じ飲
食店を利用していたことから、この飲食店を原因施設とする食中毒と断定した。
本事例は食中毒の原因食材が入荷段階で汚染されていた可能性が高いと推察されたこと
から、作業ごとに調理器具の洗浄や手指消毒を徹底するよう指導した。利用客に対して
は、生肉の十分な加熱及び生肉用トングと箸の使い分けについて店内で注意喚起を行う
こととした。本事例を受け、今後も管内の飲食店に注意喚起を行い、さらなる指導に努
める。

（衛生課）
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  第78回日本公衆衛生学会 医療的ケア児支援の取組と成果～北部地域の多職種・多機関の連携強化を目指して～

北部地域においては、北部圏域ヘルシースタートおおいた推進事業を軸とした保健・医
療・福祉・教育等の支援体制の構築により、支援者とともに医療的ケア児の在宅生活の
支援をしてきた。
ヘルシースタートおおいた地域推進専門部会では、平成２５年度に作成した「医療的ケ
ア児の在宅療養支援の手引き」に「支援関係機関一覧」を追加し、支援機関の意識の統
一につながった。また、「医療的ケア児の在宅療養支援」関係者検討会や医療的ケア児
支援定例会議は顔の見えるネットーワークづくりや支援方針の検討の場となっており、
このような検討する場の設置による支援機関の連携強化と関係性の構築が必要である。

（地域保健課）


